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1．騒音の単位とその測定法  

（1）騒 ＝打 と は   

（2）ホンとデシベル  

（3〕測 定 用 具  

（4）周波数分析  

2．工場騒音の概況  

3．船舶における騒  

（1）小汽艇の場合  

（2）大型船の場合  

（3）過給機の騒  

（4）防音について  

4．騒 音 と 聴 力  

（1）聴力な測るには  

（2）陸上産業人の聴力  

（3）難聴の諮性  

（4）騒音性脚聴はどこがぁるくなるか  

（5）騒宕性難髄の自覚症状について  

（6）機関室勤務前後の聴力図の変化について  

（7）難聴に対する恕限鹿の考  

（8）聴力損失の皮合  

（9）船員 の聴力  

5．騒音と睡眠の関係について  

む  す  

ま え が き  

船の動揺，振動と相侠って騒音は船員にとって，もっともわるい環境条件の一つになっている。騒  

音ほ船舶の活動的肺動を如実にあらわすものであるといわれる程，小は小蒸汽にはじまり，船型の大  

小をとわず必らずつきまとっている。いかに船になれていても，全くそれらの影響凌うけないという  

ことほなく，常に何らかの苦痛をうけているのである。環境に馴化してしまったために，それに感応  
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